








要約:1986 年から 1992 年までに南九州地区(鹿児島県および宮崎県西部)の妊婦 21107 名

に HTLV-Ⅰ抗体スクリーニング検査を行った結果,1171 名(5.5%)がキャリアであった。キ

ャリア妊婦より出生し前向きに 1歳以降まで追跡されている児は 291 名で,抗 HTLV-I 抗体

陽転率は人工乳哺育 6.4%(15/233 名),母乳哺育 8.6%(5/58 名)であった。母乳哺育児の母

乳摂取期間別陽転率は,短期母乳群(6 ヵ月以下)4.2%(2/48 名),長期母乳群(7 ヵ月以

上)30.O%(3/1O 名)であった。一方,後ろ向き調査の対象となる 2 歳以上の同胞児は 234 名

で,抗体陽転率は人工乳哺育 8.3%(2/24 名),短期母乳群 4.2%(3/72 名),長期母乳群

14.5%(20/138 名)で母乳哺育群計 11.0%(23/210 名)であった。今回初めて,前向き,後ろ向

き両調査においてそれぞれ短期母乳群と長期母乳群間に有意差を認め,かつ短期母乳群と

人工乳群間に有意差を認めなかった。経母乳による HTLV-1 母子感染は,短期母乳に関する

限り感染リスクは低いと考えられ,その理由として移行抗体とくに中和抗体の働きが経母

乳感染を有意に抑制していると思われる。


